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 １３番 中川昌也 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１、認知症高齢者等の個人賠

償責任保険事業の導入に

ついて 

 

 

【質問趣旨】 

２００７年１２月に、大府市

共和駅での認知症の方の人身

事故に対して、JR 東海から家

族に対し損害賠償請求がなさ

れた事件をきっかけに、全国

の自治体で、認知症高齢者等

の個人賠償責任保険事業の導

入が進んでいます。 

高齢化社会が進んでいく世の

中で、更なる認知症患者の増

加が懸念される中、そのご家

族の方々の不安を取り除く事

業が必要と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 認知症高齢者等の現状

と問題点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)認知症高齢者等の個人

賠償責任保険事業の導

入の可能性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 瀬戸市の総人口に占める 65歳以上 75歳未満と、75歳以上の割合を区分して見た

とき、これまで高齢化がどのように推移し、5年後、10年後にどのようになって

いくと予測しているのか伺います。 

 

② 今後も高齢化が進んでいく瀬戸市において、中でも身体機能や認知機能面で、ど

のような問題が生じてくると予想しているのか伺います。 

 

③ そうした問題（上記②）への対応を、どのようにしていこうと考えているのか伺

います。 

 

 

① 近年、認知症高齢者等が原因者となる事故と、その責任能力の問題がマスコミで

も取り上げられています。瀬戸市の認知症高齢者の割合がどの程度で、認知症高

齢者の生活実態をどのように把握しているのか伺います。  

 

② 認知症高齢者等が原因者になる事故と、その責任能力の問題に対して、これまで

瀬戸市では、どのような対応を考えてきたのか伺います。 

 

③ 神戸市では、65歳以上の市民に無料で認知症診断を行い、認知症と診断された際

は、認知症事故の救済が受けられる制度があり、「神戸モデル」として注目を集

めていますが、瀬戸市で「神戸モデル」を取り入れようとした場合の課題は何か

伺います。 
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 １３番    中川昌也 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

④ 認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業の導入をしている自治体が増加してい

ます。この事業に関して瀬戸市の評価を伺います。 

 

⑤ 瀬戸市で認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業を実施しようとした場合に、ど

のような課題があるのか伺います。 

 

⑥ 今後、瀬戸市で認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業を実施しようとした場

合、どのくらい予算が必要と予想しているのか伺います。 

 

⑦ 平成３１年度（令和元年度）の中期事業計画で、健康福祉部から認知症高齢者等

の個人賠償責任保険事業の導入を提案したところ、経営戦略部の査定で認められ

なかったと聞きました。認められなかった理由を伺います。 

 

⑧ 令和２年度と令和３年度の中期事業計画に、認知症高齢者等の個人賠償責任保険

事業の提案をしなかったと聞きましたが、どのような理由で提案しなかったのか

伺います。 

 

⑨ 認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業の実現は必要と考えますが、事業実現の

可能性を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


